
【別紙５裏面】

２．収支報告 単位:円

事業計画Ａ 事業実績B A-B 前年度実績 備考

利用料金収入 38,000,000 35,035,398 2,964,602 35,530,750

自主事業収入 7,400,000 8,189,248 -789,248 6,977,796

物品販売収入 500,000 345,142 154,858 349,732

指定管理料 72,000,000 72,000,000 0 72,000,000

その他収入 3,200,000 6,942,913 -3,742,913 5,405,083

収入総額 121,100,000 122,512,701 -1,412,701 120,263,361

人件費 38,500,000 41,298,905 -2,798,905 37,833,787

事務費 2,200,000 2,462,188 -262,188 2,076,768

管理費 45,000,000 43,446,693 1,553,307 43,900,305

自主事業経費 6,350,000 6,622,111 -272,111 5,804,682

光熱水費 18,000,000 14,136,448 3,863,552 18,171,302

リース料 600,000 531,564 68,436 531,564

その他 9,225,000 12,424,245 -3,199,245 11,829,120

支出総額 119,875,000 120,922,154 -1,047,154 120,147,528

1,225,000 1,590,547 -365,547 115,833

３．総合評価

自己評価

市評価
令和６年度は、河内長野ＳＳＫクリーン工房共同事業体による指定管理業務が２期目３年目（計８年目）の年でした。
令和６年度においては、赤峰市民広場の廃止に伴う、代替地での施設運営対応を円滑かつ柔軟に実施していただきました。木戸
東運動場において、指定管理者としてのノウハウを活かした、施設運営及びきめ細かな維持管理業務にご尽力いただきましたこと
は、担当課として高く評価しております。
また、自主事業にも継続して力を入れていただいていると認識しております。プロスポーツ選手と子供たちのふれあいの場となるよ
うな、行政では簡単に企画できない事業を数多く開催していただき、子供たちの豊かなスポーツ経験につながる素晴らしい機会を
創出してくれたと認識しております。
あわせて、市民総合体育館特定天井撤去工事に伴い、長期の休館を余儀なくされた際も、柔軟に利用者対応をしていただいたこ
とにつきまして、感謝しております。
日常の修繕や管理においても、老朽化した施設の維持管理が難しい状況の中、営繕担当スタッフを中心に、利用者目線で、迅速
かつ丁寧に対応していたと認識しています。
特に、赤峰市民広場の代替地対応に伴う各種修繕業務は、真摯に対応していただき、担当課として深く感謝しております。
今後も、施設の管理運営においては、市と随時、情報共有を図りながら、民間企業の特色を活かしたスポーツ施設の効率的な管
理運営を行ってもらうことを期待します。
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・令和６年度においては、赤峰市民広場が６月末で閉場となり、新たに木戸東運動場が開場するなど対応に追われる１年でした。
木戸東運動場については、グラウンド周辺の樹木の剪定、グラウンド整備には特に力を入れ、今では、利用者の皆様からグラウン
ドが使い易く良くなったねとお褒めの言葉を頂戴しております。南花台小跡地運動場も同様に外野エリアの除草、固いグラウンドの
整備により、素晴らしいグラウンドに生まれ変わりました。１月から３月までの約3ケ月間にわたり、体育館アリーナの吊り天井工事
の為、休場を余儀なくされました。自主事業（イベント）においては、①現役のプロ野球選手である広島東洋カープの秋山翔吾選手
を招聘して、少年野球教室を開催しました。現役のプロ野球選手から指導を受けれるということもあって、子供たちに夢や希望を与
えることができました。　②バレーボールイベントにおいては、大阪大谷大学との産学連携イベントも初の試みとして開催しました。
市内、市外の中学校のバレーボール部を対象に大学の監督・コーチによる実践を踏まえた指導を開催。大学のバレーボール部の
学生さんにも応援いただき交流も深めました。イベントの間には、中学校の指導者に対して、指導者講習会を実施するなど指導者
の育成にも努めました。　③オリンピアン（原沢久喜氏）を招いて、初心者・経験者を対象に柔道クリニックを開催。指導者からは、
参加した初心者の子どもたち数名が入部してくれたとお礼の言葉を頂いた。
収支面においては、収入については、アリーナ休館期間もあり、利用料金収入は計画に対して減収、支出については、昨今の物価
高騰や人件費の増額など収益を大きく圧迫し、大変厳しい１年となりました。
利用者サービスの一環としては、母の日、父の日企画、そしてクリスマス企画など開催し、体育館が地域のコミュニティーの場にな
るよう引き続きおこなってまいります。屋外施設の維持管理面では、営繕スタッフが、年間１００件以上の補修・修理、グラウンド整
備・整頓、木々の伐採・剪定・処理等を行いました。特に、市からご連絡いただいた案件や、利用者の方々からいただいたクレー
ム・要望等は速やかに対応して、ご利用者には喜んでいただきました。ただ、全体的に施設が老朽化しており、修繕だけでは対応
しきれないケースもでてきており、今後大きな懸念材料です。今後も引き続き、市民の皆様の安全・安心を最優先し、市民の皆様か
ら喜んで頂ける施設を目指してまいります。


